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平成１７年１０月７日 
 

  各      位 
会 社 名  三 菱 製 鋼 株 式 会 社 
代表者名  取締役社長  加 藤  秋 夫 
（コード番号 ５６３２ 東・大第一部） 
問合せ先  経理部長   班 目  健 二           
（TEL．０３－３５３６－３１３５ ） 

 
 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 本年７月２９日に公表した平成１８年３月期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の中

間業績予想並びに５月１２日の決算発表時に公表した通期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 また、平成１８年３月期の配当予想につきまして、下記のとおり修正することを決定しましたので

お知らせいたします。  

記 

 

 

１．平成１８年３月期の連結業績予想数値の修正 

（１）中間期（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日）         （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５６，０００       ４，２００       ２，４００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５７，０００       ５，６００       ３，１００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １，０００    １，４００ ７００ 

増 減 率            （％）           １．８         ３３．３ ２９.２ 

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 3 月期中間） 
４８，０１３   １,５４５ ４４９ 

 

（２）通 期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）         （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １１０，０００       ６，０００       ３，５００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １１８，０００     １１，０００       ６，０００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ８，０００    ５，０００    ２，５００ 

増 減 率            （％）           ７．３         ８３．３ ７１．４ 

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 3 月期） 
１００，８３７   ３，９９１       ２，２０９ 
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２．平成１８年３月期の単独業績予想数値の修正 

（１）中間期（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日）         （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４５，０００    ２，９００    １，７００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４６，０００    ３，９００    ２，３００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）      １，０００    １，０００        ６００ 

増 減 率            （％）           ２．２         ３４.５        ３５.３ 

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 3 月期中間） 
３８，３１２     ８６２        ４４０ 

 

（２）通 期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）         （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ９０，０００       ３，５００       ２，０００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ９５，０００       ８，０００       ４，７００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ５，０００    ４，５００       ２，７００ 

増 減 率            （％）           ５．６      １２８.６    １３５.０ 

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 3 月期） 
７９，８１３   １,７８０       １，７２５ 

  

３．修正の理由 

   （連 結） 

   当中間期（平成 17 年４月～９月）は、自動車・建設機械関連業界の堅調な需要を背景に、特殊

鋼鋼材、ばね及び精密鋳造品等の売上高が高水準で推移したこと並びに前回予想を上回るコスト

改善が進んだことにより、経常利益は前回予想を 14 億円上回る 56 億円（33.3％増）となる見込

みであります。 

   これに特別利益として固定資産処分益等を約 16 億円、一方、特別損失として固定資産の処分損

及び減損損失を約 16 億円計上し、中間純利益は前回予想を７億円上回る 31 億円（29.2％増）と

なる見通しであります。 

   通期（平成 17 年４月～平成 18 年３月）については、期後半も引き続き順調に推移すると見込

まれることから、売上高は期初予想を 80 億円上回る 1,180 億円（7.3％増）、経常利益は期初予想

を 50 億円上回る 110 億円（83.3％増）、当期純利益は期初予想を 25 億円上回る 60 億円（71.4％

増）となる見通しであります。 

   （単 独） 

   当中間期の経常利益は前回予想を 10 億円上回る 39 億円（34.5％増）となる見込みであります。 

   これに特別利益を約 16 億円、特別損失を約 16 億円計上し、中間純利益は前回予想を６億円上

回る 23 億円（35.3％増）となる見通しであります。 

   通期については、売上高は期初予想を 50 億円上回る 950 億円（5.6％増）、経常利益は期初予想

を 45 億円上回る 80 億円（128.6％増）、当期純利益は期初予想を 27 億円上回る 47 億円（135％増）

となる見通しであります。 
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４．平成１８年３月期の配当予想の修正（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

 前回予想 

（平成 17 年５月 12 日

 公表） 

今回修正予想 
（ご参考）前期実績 

（平成 17 年３月期）

 １ 株 当 た り 

 中 間 配 当 金 
０円００銭 ２円００銭 ０円００銭 

 １ 株 当 た り 

 期 末 配 当 金 
３円００銭 ３円００銭～４円００銭 ２円５０銭 

 １ 株 当 た り 

 年 間 配 当 金 
３円００銭 ５円００銭～６円００銭 ２円５０銭 

 

  当中間期の業績見込み並びに今後の見通しを踏まえ、１株につき２円の中間配当を行う予定で 

 あります。 

   なお、中間配当金額及び支払開始日等は、本年１１月上旬に開催予定の当社取締役会において 

  正式に決定いたします。 

                                     以  上 

 

 


